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【海馬における自己と他者の場所表現】 

 

海馬には、空間における自らの位置を表現することのできる場所細胞が存在する。

この海馬場所細胞は、例えばランドマークなど外部からの情報が変化してもその活動

パターンが保持されることから、海馬は外部情報から客観的な空間情報を内的に構

成して認識地図を作成しているのではないかと考えられている。しかし、自分以外の

他者や動物など、空間内で自由に移動している物体が、このように海馬で内的に構

成された客観的空間地図上にどのように表現されるかは未だ明らかにされていない。

今回、他者観察行動を行っているラットの海馬からニューロンの発火活動を大規模細

胞外電気生理記録により観測することにより、他者の空間上の位置が海馬認識地図

上でどのように表現されているかを明らかにする研究を行った。その結果、海馬にお

いて、自己の位置を表現する標準的な場所細胞に加え、他者の位置を表現するニュ

ーロンが存在することを確認した。これは、海馬は空間上の自己の場所情報だけで

はなく他者の場所情報も符号化できるということで、海馬認識地図が客観的な情報を

有していることを明らかにした。 
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